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千曲川 湖から隆起した岩が川で削られ断崖となった

⑥なぎなた岩（褶曲の見える地層群）
⑤繰矢川河口（400 万年前の地層）
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浅間山系の山からの噴出物・泥流

八ヶ岳等の山からの
噴出物・泥流

● ②氷風穴明神池

台地上の粘土質の土は、
さらに新しい時代に堆積
した遠くの火山の堆積物

■日本列島のもとが割れて大きな溝ができ
ました。それが「フォッサマグナ」です。
約3000 万～1500 万年前にかけて大陸からはなれた日本列
島のもとがプレートに引っ張られて２つにが割れて、フォッ
サマグナという割れ目ができました。海の底であった溝が
徐々に隆起して、陸地になっていきました。

■小諸はフォッサマグナの中央に位置し、複雑な地殻変動
を繰り返してきました。
フォッサマグナの中はプレート移動の影響等で、はげしい地殻変動がおき、大地
の裂け目からはマグマが噴出して多くの火山が誕生しました。
小諸の大地には、400 万年前からの火山の噴出物が堆積しています。
浅間山系の噴火が始まったのは 40 万年前なので、小諸の千曲川の山側は比較的
新しい爆発の火山灰や噴出物で覆われています。でも千曲川の西側は 80万年前
からの大地の隆起により、浅間の噴出物に埋もれておらず、千曲川に削られたこ
とで断崖の地層としてそれを目で確認することができるという魅力があります。

川辺・御牧ケ原の地殻変動の歴史と魅力
フォッサマグナの真ん中にある小諸市。川辺地域の断崖では、400 万年前からのダイナミックな地殻変動の歴史を見ることができます。
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400 万年前からの地殻変動（概要）
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この図はWEBにアップされたものを引用しています。（論文とは別）

この図はWEBにアップされたものを引用。（論文とは別）

【関連する場所】

⑤繰矢川河口
大杭背斜で地表に出てきた、
一番下 (390 万年前 ) の地層、
繰矢川溶結凝灰岩層。平べっ
たくて固い石がならんでいる。

　

　② 氷風穴
火山活動の溶岩が固まった固
い角閃石安山岩の地層。岩の

然の冷蔵庫となっている。

⑥大杭のなぎなた岩
大杭背斜の褶曲した地層が、
はっきりと見て取れる。横か
らも下からも押されて、背斜
地形が形成された。

【特徴的な断崖】
① 布引の崖
湖に堆積した火山の
噴出物の凝灰角礫岩
層の形動地塊。
伝説の布岩は、割れ
目に火山灰がつまっ
て生まれた模様。

③ 袴腰山西の崖
氷の火山の噴出物で
できた、凝灰角礫岩
層。布引観音層より
新しい地層。

④ びょうぶ岩
１万年前より後に大
規模な崩壊でできた
と思われる崖。
他は縄文遺跡がある
が、この下付近では
見られない。　
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繰矢川溶結凝灰岩層 用語：傾動地塊／山地上に形成された断層崖により、山地の切峰面が断層崖の反対側に傾いた山地のこと　背斜／地形が山状になって中心部に古い地層が位置する構造

この資料は、論文「北部フォッサマグナ南東部、小諸陥没盆地の鮮新世～中期更新世のテクトニクス（宮坂晃、狩野健一）」を参考にまとめました。
同論文は、WEB上でも公開されています。

この図は、論文「北部フォッサ
マグナ南東部、小諸陥没盆地の
鮮新世～中期更新世のテクトニ
クス」の中の、「図３　八重原、
御牧ケ原台地周辺の地質図及び
断面図」より引用しています。

川辺地区の地質図及び断面図

第１次陥没（小諸湖の誕生）　400 万年前頃
広い範囲で大地の陥没が起こり、大きな湖となりました（小諸湖と呼ばれる）。
そこに周囲の火山の噴出物が飛んできたり流れ込んだりして堆積し、「小諸層
群」といわれる地層が重なっていきました。

　　
第２次陥没　90～80 万年前頃
氷周辺と八重原で、あらたに陥没が起きました。

火山の噴火
陥没による大地の割れ目・火道が開き小規模な火山活動が起きました。この
火山は、噴火により下に空洞ができてへこんでいくタイプの火山でした。

　　
隆起（褶曲／しゅうきょく） 80 万年～40 万年前頃
80万年前からは逆に両側から押される力が働き、褶曲（しゅうきょく）構造
ができ、40万年前くらいには今の御牧ケ原・八重原の台地が形成されました。

　　　
浅間山系の噴火による噴出物の堆積  40 万年前～
40万年くらい前に烏帽子火山群の噴火により台地の下まで泥流が流入、以降、
浅間山系は東に移動して噴火して新たな山を生み出し、浅間山麓の傾斜地が
生まれました。現在の浅間山の形ができたのは約２万年前くらい前です。

　

＊2025年11月現在、これはまだ制作途中のもので、今後内容を修正する可能性があります。

作成者：荻原礼子（NPO法人小諸町並み研究会）


